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（訂正・数値データ訂正）「平成 21 年３月期 第１四半期決算短信」の一部訂正について 

 

平成 20 年７月 29 日付で発表いたしました「平成 21 年３月期 第１四半期決算短信」において一

部誤りがありましたので、下記のとおり訂正いたします。また、数値データにも一部誤りがありま

したので、訂正後の数値データも送信いたします。 

記 

訂正箇所（下線部分） 

＜１ページ＞ 

（訂正前） 

１．平成 21 年３月期第１四半期の連結業績（平成 20 年４月１日～平成 20 年６月 30 日） 

(1) 連結経営成績（累計） 

 １株当たり四半期純利益

 円 銭

21 年３月期第１四半期 113.09 

 

（訂正後） 

１．平成 21 年３月期第１四半期の連結業績（平成 20 年４月１日～平成 20 年６月 30 日） 

(1) 連結経営成績（累計） 

 １株当たり四半期純利益

 円 銭

21 年３月期第１四半期 115.45 
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＜２ページ＞ 

（訂正前） 

   ２．連結財政状態に関する定性的情報 

（略） 

有形固定資産は、国内外の生産能力増強に伴う機械装置及び運搬具等の取得により増加したものの、為替

換算により前連結会計年度末と比較して1,985百万円減少し、34,940 百万円となりました。また、投資その

他の資産は、投資有価証券の評価増等により前連結会計年度末と比較して 987 百万円増加いたしました。こ

れらにより固定資産は、前連結会計年度と比較して 1,041 百万円減少し、44,333 百万円となりました。 

（略） 

 

（訂正後） 

   ２．連結財政状態に関する定性的情報 

（略） 

有形固定資産は、国内外の生産能力増強に伴う機械装置及び運搬具等の取得により増加したものの、為替

換算により前連結会計年度末と比較して1,977百万円減少し、34,940 百万円となりました。また、投資その

他の資産は、投資有価証券の評価増等により前連結会計年度末と比較して 987 百万円増加いたしました。こ

れらにより固定資産は、前連結会計年度と比較して 1,041 百万円減少し、44,333 百万円となりました。 

（略） 

 

＜４ページ＞ 

（訂正前） 

４．その他 

 (３)  四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

④ リース取引に関する会計基準の適用 

（略） 

また、リース取引開始日が、リース会計基準等適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リー

ス取引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっています。これによ

る、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

（略） 

 

（訂正後） 

４．その他 

 (３)  四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

④ リース取引に関する会計基準の適用 

（略） 

また、リース取引開始日が、リース会計基準等適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リー

ス取引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっています。 

（略） 

以上 


